
ぐずったり泣いたりしている赤ちゃんにスマホを渡すと途端に静かになる―。そんな経験はないでしょうか。
いわゆる「スマホ子守り」ばかりされている赤ちゃんに、絵本や積み木など他のおもちゃを渡すと、スマホの
ような音や画像が出る反応はないため、興味を失い、スマホを欲しがるようになります。
また、大人がスマホに夢中になっていて、赤ちゃんからの発信に対して「心ここにあらず」の対応をしていると、
愛着形成にも問題が生じかねません。スマホの使い方には十分注意しましょう。

　

ゲ
ー
ム
障
害
は
、
ゲ
ー
ム
に
熱

中
し
、
利
用
時
間
な
ど
を
自
分
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
こ

と
で
、
日
常
生
活
に
支
障
が
で
る

病
気
で
す
。「
ゲ
ー
ム
依
存
」
や

「
ネ
ッ
ト
依
存
」
と
い
う
言
い
方

も
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
依
存
症
の

ひ
と
つ
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健

機
関
）で
は
、令
和
元（
２
０
１
９
）

年
５
月
に
、
新
た
な
病
気
と
し
て

国
際
疾
病
分
類
に
加
え
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
障
害
の
人
の
脳
に
は
、

ゲ
ー
ム
を
見
る
と
脳
に
異
常
な
反

応
が
見
ら
れ
ま
す
。「
ゲ
ー
ム
を

し
た
い
」「
遊
び
た
い
」
な
ど
の

衝
動
的
な
欲
求
に
襲
わ
れ
、
依
存

状
態
か
ら
抜
け
出
せ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
ま
た
、
日
常
的

な
楽
し
み
に
興
味
が
持
て
な
く
な

り
、「
朝
起
き
ら
れ
な
い
」「
学
業

の
成
績
や
仕
事
の
効
率
・
業
績
が

下
が
る
」
な
ど
の
深
刻
な
問
題
が

起
き
て
い
て
も
、
理
性
的
に
自
分

の
行
動
を
制
御
で
き
な
い
脳
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

特
に
未
成
年
で
は
、
理
性
を
つ

か
さ
ど
る
前
頭
前
野
の
働
き
が
十

分
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、
ゲ
ー

ム
障
害
が
起
こ
り
や
す
い
上
、
回

復
が
格
段
に
困
難
で
、
将
来
に
わ

た
っ
て
影
響
が
続
く
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

  　

ゲ
ー
ム
や
ネ
ッ
ト
に
依
存
す
る

状
態
が
続
く
と
、
多
く
の
影
響
が

あ
り
ま
す
。

﹇
か
ら
だ
へ
の
影
響
﹈

▼
食
生
活
の
乱
れ
や
運
動
不
足
に

　

よ
る
体
力
の
低
下

▼
頭
痛
、
吐
き
気
、
倦け

ん

怠た
い

感
な
ど

　

身
体
的
な
問
題

▼
近
視
や
乱
視
な
ど
視
力
の
低
下

﹇
こ
こ
ろ
へ
の
影
響
﹈

▼
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
と
イ
ラ
イ

　

ラ
し
た
り
、
無
気
力
に
な
る

▼
う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気

﹇
学
業
・
仕
事
な
ど
社
会
生
活
へ

の
影
響
﹈

▼
遅
刻
、
欠
席
が
増
え
た
り
不
登

　

校
に
な
る

▼
成
績
や
業
績
の
低
下

﹇
家
族
・
周
囲
へ
の
影
響
﹈

▼
家
族
間
の
関
係
よ
り
も
ゲ
ー
ム

　

な
ど
が
優
先
さ
れ
、
関
係
性
が

　

崩
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る

▼
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
に

　

対
し
て
注
意
を
さ
れ
る
と
、
家

　

族
に
暴
言
や
暴
力
を
ふ
る
う

　

ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
を
使
い
す
ぎ

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
家
族
で
ル
ー
ル
を
決
め
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

﹇
例
﹈

①
１
日
の
使
用
時
間
、
時
間
帯
、

　

場
所
を
決
め
る

②
ル
ー
ル
は
書
面
に
残
す

③
ル
ー
ル
を
破
っ
た
と
き
の
約
束

　

ご
と
を
決
め
る

④
子
ど
も
と
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル

　

を
決
め
る

⑤
保
護
者
自
身
も
そ
の
ル
ー
ル
を

　

守
る

　

決
め
た
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
こ

と
が
続
い
た
り
す
る
こ
と
で
「
も

し
か
し
て
ゲ
ー
ム
障
害
か
な
」
と

思
っ
た
ら
、
早
い
う
ち
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
本
人
は
依
存
を
自
覚

し
に
く
い
た
め
、
家
族
や
周
り
の

人
の
気
づ
き
が
重
要
で
す
。
家
族

の
み
の
相
談
も
可
能
で
す
。

▼
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
４
（
２
８
６
）
９
２
４
５

▼
市
健
康
推
進
課

☎
（
23
）
０
０
２
４

かかりつけ医がいる人 かかりつけ医がいない人

かかりつけ医に
電話相談

医療機関を受診
患者の行動歴や医療圏域での陽性者の発生状況などから、新型コロナの検査の必要性を医師が判断

静岡県発熱等受診相談センター
☎ 050（5371）0561（24時間受付）

発熱患者などの相談・受診フロー図

牧之原市 健康推進課
☎㉓0024（土日祝日を除く
午前８時30分～午後４時まで）

医療介護従事者への応援幕を揚げました
市では、新型コロナウイルス感染者やその家族に対する誹謗
中傷防止を呼び掛け、市民生活を守っていただいている医療
介護従事者を応援するため、応援幕を作成し、12月15日に
榛原・相良両庁舎に掲揚しました。
榛原庁舎では「地域医療を支えるはいなんの会」の皆さんと
杉本市長がともに応援幕を掲揚する作業を行いました。
杉本市長は「市内でもコロナが拡大し、市民の皆さんに不安
が広がっている。医療介護従事者に心から感謝するとともに、
間違った知識による誹謗中傷・差別をなくすよう、市として
も発信していきたい」と話しました。
感染症予防を徹底していくことで、地域医療や介護を支える
皆さまと一緒に、ウイルスと戦っていきましょう！

医療・福祉・介護・子育て従事者の皆さんへ
感謝と応援のメッセージ
市では、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、自らの感染リスク
と闘いながら活動されている皆さん
への感謝と応援のメッセージ動画を
作成し、ホームページで公開してい
ます。ぜひ一度ご覧ください。

発熱したら、まず電話を！
発熱した場合は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、まずは電話で医療機関に相談してから
受診してください。発熱症状が現れた場合に、医療機関をいきなり受診すると、医療従事者や他の患者な
どに感染が広まってしまう恐れがあります。下記のフロー図に従い、医療機関や相談センターに電話して、
指示を仰いでください。
新型コロナウイルス感染症は、いまだ特効薬や予防ワクチンがない状況です。
拡大を防止するためには、引き続き「手洗い」「マスクの着用」「３密（密集・密接・密閉空間）の回避」「人
との距離を保つ」など、感染症の予防策を心掛けましょう。

ホームページ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
、
日
を
追
う
ご
と
に
医
療
現
場
が
ひ
っ
迫

し
て
き
て
い
ま
す
。
医
療
や
介
護
な
ど
に
従
事
す
る
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

日
頃
か
ら
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
発
熱
し
た
場
合
は
、
ま
ず
医
療
機
関
や
相
談
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。問

い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

☎
（
23
）
０
０
２
４

インターネットやスマートフォンの普及と高性能化を背景に、ゲームへの依存が広く
問題となっています。コロナ禍で家庭で過ごす時間が増え、それと比例してゲームや
SNS、動画閲覧などの時間も増えているかもしれません。
子どもだけでなく、大人もゲームなどとの付き合い方を振り返ってみましょう。

問い合わせ　健康推進課　池谷久美子　☎㉓0024


